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Abstract: The purpose of this study was to examine the concepts, influencing factors, and 
research methods related to adolescents’ perspectives on their future families through a 
review of previous research on their views of the future and to understand their life plans. 
One’s outlook for the future is expressed by the concept of “time perspectives,” and another 
purpose of this study was to clarify the state of adolescents’ time perspectives and the factors 
that infl uence them. These, in turn, can be used to provide suggestions for educational support 
that promotes the development of time perspectives. A review of the research shows that 
there are still many issues to be addressed. For instance, we need to understand adolescents’ 
time perspectives in greater detail by classifying them by focusing on plans for their future 
occupations, families, and other areas of life. In particular, since there is no previous research 
focused on the time perspectives of adolescents’ family lives, there is a need to develop objective 
indicators to capture and classify these and to examine the factors related to them. The results 
of this study suggested the need to consider what kinds of career education are eff ective and 
necessary in secondary and higher education.
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１．はじめに

　近年，グローバル化や ICT 化による産業構造の大
きな変化に伴って，社会，経済，環境に対する人々の
考え方は多様化するとともに，人々は自己の生き方や
人生における多様な選択肢を得ることができるように
なりつつある（経済産業省， 2022）。しかしその一方で，
変化の激しい現代においては，自己の生き方や人生に
対する漠然とした不安を抱える者も少なくないことか
ら，人々が未来への見通しをもつことの重要性が増し

ている（宮城，2022）。特に，青年期は自己の生き方
を模索する時期であることから，職業や家庭生活，市
民活動など，さまざまな生活領域に即した未来への見
通しをもつことが重要である。そのなかでも，青年期
は出生から成長を主に過ごしてきた定位家族からの自
立と創設家族の形成との過渡期にあることから，青年
にとって，未来の家庭生活に関する見通しをもつこと
も主要な発達課題の一つであるといえる。これまで，
青年の職業選択に関わる未来の見通しに着目した研究
が行われてきた（例えば田澤・梅崎，2019）一方で，
青年の未来の家庭生活に関する見通しに着目した研究
はほとんど行われてこなかった。
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　そこで本研究では，青年がもつ未来の家庭生活に関
する見通し，すなわち未来の家庭展望に関わる概念や
関連要因，研究方法を考察するとともに，青年の自律
的なライフキャリアの形成に向けた示唆を得ることを
目的とする。本研究では，青年期におけるキャリア発
達に関する諸理論や時間的展望に関する先行研究のレ
ビューを行い，未来の家庭展望の概念や研究方法につ
いて考察を行うこととした。なお，本研究では「職業
や家庭生活，市民活動などのあらゆる生活領域におい
て多様な選択肢をもつとともに，それらを主体的に選
択することをとおして自分らしい生き方を実現してい
く過程」を「豊かなライフキャリアの形成」と表現す
ることとした。

２．ライフキャリアと生涯発達

２－１　「人生100年時代」の到来とキャリア
　医療技術の飛躍的発展や，AI やロボットなどの新
しいテクノロジーの台頭によって，あらゆる人々に
さらなる健康と長寿がもたらされている。我が国に
おいては長寿化が顕著にみられ，「2007年に日本で生
まれた子どもの半数は107歳よりも長く生きる」とい
う Gratton & Scott（2016）の予測のもと，「人生100
年時代」の到来が近づきつつあることが知られるよう
になった。これまでの社会においては，10～20歳代
に教育を受け，20～60歳代には主に職業労働に従事
し，60歳代に引退して老後の余暇を楽しむという，い
わば単線的なキャリアモデルが存在した（Gratton & 
Scott，2016）。特に職業労働については，一般的に企
業側が主導する受動的なキャリア形成が行われ，個
人の視点からのキャリア形成は重視されてこなかっ
た。森（2017）は，終身雇用制と年功序列制を広く採
用してきた日本企業においては，企業が用意したレー
ルに沿って一生懸命に働き，職位や経験を積み重ねる
ことが求められてきた一方で，個人の目標を実現させ
るために自己のキャリアを考えることは求められてこ
なかった結果，個人のキャリアに対する意識は低いま
まであったことを指摘している。これまでのキャリア
形成にかかわる研究は，主として職業労働に関する内
容のみが着目されてきたことに加え，個人が主体的に
キャリア形成を行う機会が限られていた一方で，キャ
リアにおける境界がなくなってきた現代（Arthur，
2014）においては，例えば副業や転職，学び直しを何
度も行うことで様々な職業を経験することができるよ
うなワークキャリアの変化や，仕事だけではなく家庭
生活やボランティアなどの社会的活動によるキャリア
などを視野に入れた，いわば複線型のキャリアプラン

を構築することが求められる。
　誰もが，「長くなる人生において，自分らしい生き
方をどのように実現するか」という問いに直面する昨
今，それぞれの発達段階や環境変化に合わせたキャリ
アプランを構築したり，ライフイベント等に応じてそ
れを見直したりすることの重要性が増している（宮城，
2022）。宮城は，個々の長い人生を展望したキャリア
プランを構築しそのための具体的な行動に変化を与え
るためには，人間の発達を肯定的にとらえること，す
なわち「人間は死ぬその日まで生涯にわたり発達する
存在である」という生涯発達の視点からキャリアをみ
つめることが重要となることを指摘している。すなわ
ち，「人生100年時代」において自分らしい生き方を実
現するためには，それぞれの発達段階や環境変化に応
じて，長い人生を展望したキャリア意識の形成や長期
的なキャリアプランを行うことが望ましいと思われ
る。

２－２　キャリアと青年期発達
　これまでに行われてきた研究成果を概観すると，青
年期において自律的なキャリアプランを行うことの重
要性を示した研究が蓄積されている。青年期は，他者
との関係性や人生における役割が多様に変化すること
に伴って，これまでの生活や自己の生き方，キャリア
プランを模索する時期である。このような時期にお
いて，自分なりの生き方やキャリアを模索するとき，

「自分とは何者であるか」というアイデンティティの
問題にも直面する（浦上，2020）。アイデンティティ
やその獲得に関連する研究の嚆矢となっているのがエ
リクソン（1982）のアイデンティティ論である。エリ
クソンは人間の発達を乳児期から老年期までいくつか
の段階に分類し，各段階における発達課題を示してい
るが，青年期においてはアイデンティティの獲得が重
要な発達課題の一つであることを示している。この理
論が示されて以降，アイデンティティに関するさまざ
まな定義や概念が提唱されているが，例えば谷・宮下

（2004）はアイデンティティを，「自分が自分であると
いう一貫性をもち，過去・現在・未来にわたって時間
的連続性をもっているという個別的で主観的な自分自
身が，周囲の人々からみられている自分自身や社会的
な関係の中での自分自身に合致しているという自信や
安定感」と定義しており，時間的な流れと自己認識を
関連させた定義づけを行っている。すなわち，青年期
において自己の未来を想像し模索することは，青年期
におけるアイデンティティの獲得及び発達に大きな影
響を及ぼすといえる。
　これまで，青年期全体にわたるキャリア形成が注目



図１　ライフキャリアのアーチ・モデル
（Super（1990）; 渡辺訳（2018）を基に筆者が作成）
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されてきた。一方で，モラトリアム期間が延長し青年
期の期間全体が延びている現代においては，青年期を
さらにいくつかの段階に分類し，その分類ごとにキャ
リア形成の特徴やその意義を考察する必要があるだろ
う。宗方・鶴田（2022）は，青年期のキャリア形成に
ついて，高校生段階に該当する15～17歳ごろをキャリ
ア探索の「暫定期」，大学生段階に該当する18～21歳
ごろをキャリア探索の「移行期」，そして大学卒業後
の22～25歳ごろをキャリア探索の「試行期」とする理
論を提唱している。この第二段階にあたるキャリア探
索の「移行期」，すなわち大学生の時期は，自己のキャ
リアについて「体験的にいろいろな角度から吟味す
る」期間であり，第一段階にあたる「暫定期」にくら
べてより明確なキャリアプランを計画することをとお
して，第三段階にあたる「試行期」において実際に計
画を実行したり，キャリアプランを見直したりするた
めに重要な時期であることを示している。

２－３　ライフキャリア理論の概念整理
　「キャリア」という語はラテン語の carrus（=cart）
や carerera（=road）等の語に由来するとされ，本
来は馬車で道を進むことや競馬場のコースやトラッ
クを意味するものであったが，これらの行為が「働
くこと」や「仕事」の意味に転じたとされる（梅澤，
2007）。現代における「キャリア」の語の一般的な使
い方について島影（2010）は，①職務経歴として経験
してきた職務の連続を意味する使い方，②仕事上での
自己イメージやアイデンティティを意味する使い方，
③生涯や一生といった人生そのものを意味する使い方
の三つに分類している。これまで，主に労働市場から
の要請を受け就職支援に特化したキャリア形成支援を
行ってきた我が国においては，もっぱら①や②の意味
としてキャリアをとらえてきたといえる。しかしなが
ら，人生100年時代を生きていく若者においては，キャ
リアを人生や生き方，ひいては人生上の役割全般を含
む包括的な概念としてとらえること，すなわち分類③
の観点からキャリアをとらえる必要があるだろう（矢
澤，2016）。「キャリア」に対するこのような考え方は
Miller-Tiedeman & Tiedeman（1990）によって「ラ
イフキャリア」という概念として提唱されているほか，
ライフキャリアの概念やとらえ方に関する理論的な枠
組みがさまざまな研究者によって提唱されている。
　例えば，ライフキャリアに関する概念や枠組みの提
案を試みた先駆的な研究者として，スーパー（Super, 
D, E.）が挙げられる。スーパーは生涯発達の視点か
らライフキャリアをとらえる「ライフキャリア・レイ
ンボー」の理論を構築した（Super, 1980）。ライフキャ

リア・レインボーはキャリア発達を時間軸の観点から
とらえた「ライフ・スパン」と，役割軸の観点からと
らえた「ライフ・スペース」の二つの次元によって構
成される。「ライフ・スパン」は五つの発達段階と各
段階に即した発達課題が示されたものであり，発達課
題を乗り越えることによってキャリア発達が促される
とされる。スーパーはこの理論を提唱したのち，ライ
フキャリア・レインボーの趣旨をより明確にするとと
もに，個々人が実行可能なモデルを提供するためにラ
イフキャリアのアーチ・モデルを構築した（図１）。アー
チ・モデルには，左柱に個人の興味関心や価値観であ
る思想・信条・個人特性が，右柱に人的，社会的資源
等の社会環境とのかかわりが描かれており，左柱と右
柱の相互作用をとおして自己のキャリア形成が促され
ることを明確に示したモデルとなっている。
　人生やキャリア設計に対する包括的なアプローチ
を行う統合的ライフ・プランニング理論を提唱した
ハンセン（Hansen, L, S.）は，職業上の役割に加え家
庭や社会における役割等，人生における様々な役割
を盛り込んだ概念としてライフキャリアを提唱した

（Hansen, 1997）。この理論において，人生における重
要な課題として以下の六つの課題を示した。さらにハ
ンセンは，人生上の役割として「四つの L」，すなわ
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ち「労働（Labor）」，「愛（Love）」，「学習（Learning）」，「余
暇（Leisure）」を挙げ，これらの人生上の役割を統合
することによってキャリアプランを明確化させること
の重要性を示している。なお，二つ目の L である「愛

（Love）」は，キリスト教義に基づいた隣人愛を指す
ものであると思われる。我が国においては，地域住民
等の身近な他者や直接的には関わりのない他者に対
して「愛（Love）」という表現を用いることは極めて
少ないことから，家庭や地域における「生活（Life）」
に置き換えたうえで当該理論をとらえることも可能で
あると思われるが，いずれにせよ，各発達段階におけ
る諸課題を乗り越え，人生設計を包括的かつ積極的に
行うために，家庭や地域における生活を含む多様な視
点から人生上の役割を認識することが重要となる。上
記の理論のほかに，自己，仕事，家庭に関する三つの
サイクルからキャリアをとらえたシャイン（Schein, E, 
H., 1995），他者との関係においてキャリアが形成され
るとする「関係性アプローチ」の視点からキャリアを
とらえたホール（Hall, D, T., 1996），「持続可能なキャ
リア」という新たなキャリア概念を提唱したファン・
デル・フェイデン（Van der Heijden, B. I. J. M, & De 
vos, A., 2015）などが，ライフキャリアに関する理論
を提唱している。
　さらに，近年ではライフキャリアの概念や枠組みの
提唱と並行して，ライフキャリアの形成をどのように
支援するか，すなわち充実したライフキャリアの形成
を目的としたライフキャリア教育の提案が試みられて
いる。例えば河﨑（2011）は，小学生から大学生まで
を対象として，ライフキャリア教育で育成すべき六つ
の能力領域（「自己理解」，「人間関係」，「生活実践」，

「意思決定」，「就業機会」，「キャリア統合」）を措定し
たカリキュラムモデルを提示している。大学生段階を
みてみると，例えば「意思決定」能力について，「家
庭・地域・社会（職業）生活における生き方の方向性
を選択し，大学卒業後の進路を決定する」といった記
述のほか，「キャリア統合」能力について「自分の将
来に向けた具体的計画を立て，必要な準備をする」，「人
生における危機や転機について理解するとともに，対
処方法を知る」などの記述がみられる。すなわち，こ
こではキャリア教育の目的として職業準備のために必
要な能力にとどまらず，よりよく生きていくために必
要な能力の育成を図る教育プログラムが提案されてい
る。また，前田（2022）は従来の職業準備教育に偏っ
たキャリア教育を批判的にとらえ，「社会正義」，「ケ
アの倫理」，「自己省察」，「経験知」などの要素を組み
込んだキャリア教育として，ライフキャリア教育の枠
組みを提唱している。これまでの高等教育における

キャリア教育は主に初年次教育の一環として位置づけ
られてきた（可知ほか，2023）一方で，この枠組みで
は大学卒業後の進路を見据える三年次以降の学生をも
対象として，職業，家庭，地域生活のいずれの生活領
域においても活用できる実践知の育成を目的とした教
育プログラムの構想が提案されている。今後，実証研
究の成果にもとづいたライフキャリア教育の効果の検
証やカリキュラムの体系化を目指した研究の進展が期
待される。

３．青年のライフキャリアと時間的展
望

３－１　青年期における未来の見通し
　前節までに述べたように，青年が自分自身のライフ
キャリアを模索することの重要性が指摘されている一
方で，社会全体においてめまぐるしい変化が起こって
いる現代においては，どのように未来への見通しを
もてばよいのかわからない青年も少なくない。例え
ば，青年がもつ未来への見通しの実態を調査した京都
大学・電通育英会（2016）によると，仕事や家庭生活
等に関する未来への見通しを実現させるために，「何
をすべきかはまだ分からない」と回答した大学生が
51.7%にのぼる。このことに加え，未来の見通しをもっ
ている青年であっても，その見通しがポジティブなも
のであるとは限らない。13～29歳の子ども及び青年の
生活実態や意識について尋ねた調査（内閣府，2020）
では，自分の将来に明るい希望をもっているかどうか
について，年代が上がるにつれて「希望がある」と回
答する者の割合は小さくなり，20～24歳の層において

「希望がある」と回答した者は20％を下回る結果であっ
た。青年がもつポジティブもしくはネガティブな未来
の見通しが青年のキャリア形成にどのような影響を及
ぼすかについて，今後さらなる研究の進展が待たれる
が，いずれにせよ青年期においては自己の未来に対し
て何らかの指標をもつことが重要であると考える。

３－２　青年の時間的展望に関する研究の現状と課題
　青年が自己の未来に対する指標をもち，自律的にラ
イフキャリアを形成するための方略の一つとして，青
年が自己の過去・現在・未来を俯瞰したり，連続的
なものとしてとらえたりして時間的な見通しをもつ
こと，すなわち時間的展望を獲得し発達させること
が有効と思われる。小西（2019）は Super，Savicas，
Krumboltz らが提唱したキャリア理論における時間
的展望の位置づけについて考察したうえで，時間的展
望はキャリア概念に内包された概念であること，そし
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て，個人がライフキャリアを形成することを考えるう
えで，個人が感じる時間的展望の概念なくしてそれを
理解することは困難であると結論づけている。そこで
以下では，青年の自律的なライフキャリア形成に向け
た示唆を得るために，青年の時間的展望に関する研究
の現状と課題を考察する。
１）時間的展望の定義と類型
　時間的展望とは，Lewin（1959; 猪俣訳1974）によっ
て「ある与えられた時に存在する個人の心理学的未来
及び心理学的過去の見解の総体」と定義されている。
我が国においては都筑（1999）が，時間的展望を「個
人の心理学的な過去・現在・未来の相互連関過程から
生み出されてくる，将来目標・計画への欲求，将来目
標・計画の構造，および，過去・現在・未来に対する
感情」と定義している。都筑は時間的展望の要素とし
て時間的な一貫性，方向，内容などを挙げており，こ
れらは時間的展望のいわば認知的な側面に着目してい
るといえる。また，時間的展望をとらえる尺度として，
白井（1994）が開発した時間的展望体験尺度が挙げら
れる。この尺度は過去に対する「過去受容」，現在に
対する「（現在の）充実感」，未来に対する「目標指向
性」及び「希望」の四つの下位尺度から構成されている。
これをふまえて白井（1996）は，時間的展望の構成要
素として，時間の拡がり，密度，現実性，時間指向性，
時間的知覚などを示している。近年では，例えば石井

（2015）は時間的展望を，時間に対する感情的な側面
である「時間的態度」と，主に認知的な側面である「時
間的指向性」とに二分し，「時間的指向性」について
はさらに「時間意識」と「時間的連続性」の二つの下
位概念に分類してとらえている。また，和田（2019）
は時間的展望を，どのような構造や内容をもつのかと
いう認知的側面と，時間的展望によって自己の有り様
や感情，動機付けなどが影響を受けるという機能的側
面に二分してとらえている。このように，時間的展望
に関する統一した定義や概念が存在しない。しかしな
がら，時間的展望を，時間の広がりや内容などの認知
的側面と，時間に対する態度や感情などから影響を受
ける情緒的な側面の二つの側面からとらえる研究が多
くみられる。今後は，自己の未来や過去に対する認知
や感情を，いかにして現在における具体的な行動とし
て具現化させるかについて，その心理的・行動的なメ
カニズムを明らかにする研究が必要であろう。
２）時間的展望への影響要因
　前項で述べたように，時間的展望の構造や意味を多
面的に明らかにしようとする研究成果は蓄積されてき
たが，今後は，時間的展望の発達を促す心理的・教育
的援助の方法を検討するために，青年の時間的展望の

規定要因を探ることが重要となるだろう。青年の時
間的展望への影響要因を検討した先行研究において
は，とりわけ，個人の心理特性及び社会環境との関わ
りとの関連が多く示されている。特に時間的展望と個
人の心理特性との関連については多数の先行研究があ
り，多様な解釈や考察が行われてきた。そのすべてを
取り上げようとすれば枚挙にいとまがないが，例えば
近年では，Kooji et al.（2018）が未来に関する時間的
展望との関連要因について，これまでに行われてきた
先行研究の成果をふまえたメタ分析を行った結果，未
来展望と個人の勤勉性やポジティブ感情，自己効力感
などの個人特性との間に強い関連がみられることを示
している。また，社会環境への関わりとの関連を示
した研究をみると，例えば時間的展望と家族や友人，
教師といった「意味ある他者」との関わり（比嘉ほ
か，2005）をはじめ，地域選好や地域愛着（奥田ほか，
2016）などとの関連があることが示されている。
３）時間的展望の発達
　青年期を対象とした時間的展望研究の中には，時間
的展望の獲得や発達に関する理論的，実践的な研究も
散見できる。本来，Erikson（1959）が提唱した心理
社会的発達課題には，青年期の発達課題である「自我
同一性の獲得」の達成を規定する要因の一つとして，

「時間的展望の獲得」が挙げられている。青年の「自
我同一性の獲得」は，過去，現在，未来の時間的連続
性の中での自己の継続性や統合性の意識の上に初めて
成り立つものであることから，青年期における時間的
展望の獲得及び発達は，自我同一性の獲得において重
要な役割をもつものである。また，Lewin（1951）は，
児童期から青年期に移行する中で，子どもの時間的展
望が拡大するとともに，現実と空想の分化が促される
ことによって，青年は自分が置かれた現在の状況をよ
りリアルに，より客観的に捉えることができるように
なると指摘している。近年では，青年の未来への見通
しをどのように伸ばすか，すなわち時間的展望の発達
をどのように促すかについての研究成果が蓄積されつ
つある。例えば園田（2011）は，自己の特徴を視覚的
に認識しながら過去・現在・未来にわたる自己のライ
フストーリーを作成する展望地図法を開発し，展望地
図の作成をとおして時間的展望の発達が促されること
を示唆している。
　以上のように，これまで青年期における時間的展望
の発達に関する理論的な研究が進められてきたことに
加え，近年では青年の時間的展望をさまざまな研究ア
プローチを用いて可視化し，青年が自身の過去・現在・
未来をどう関連させているか，また，そのことによっ
て時間的展望がどのように発達するかを明らかにする
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ことを目的とした実証研究や，時間的展望の発達を促
す教育支援の実践的な研究が蓄積されつつある。
４）家庭生活に関する時間的展望研究の必要性
　これまでに行われてきた青年期における時間的展望
に関する研究成果を，先のハンセンが示した人生上の
役割，すなわち学業，職業労働，愛（ここでは家庭生
活），余暇の四つに分類してみると，もっぱら学業に
関するものや，職業労働やその選択に関するもの，す
なわち職業展望に焦点をあてた研究の成果が蓄積され
てきた。しかしながら，青年期は出生から成長を主に
過ごしてきた定位家族からの自立と，自分の意志によ
る創設家族の形成との過渡的な位置にある（五十嵐，
1989）ことから，家庭形成に向けての準備も青年期の
主要な発達課題であり，自律的なライフキャリアの形
成を促すためには，学業に関する時間的展望や職業展
望に加え，家庭生活に関する時間的展望をもつことが
欠かせないだろう。青年が未来の家庭形成をどのよう
に捉えているのか，すなわちどのような家庭展望を
もっているのかを多側面から明らかにするとともに，
その発達の様相を明らかにする必要がある。

４．青年の未来の家庭展望をとらえる
研究方法の検討

　これまでに行われてきた時間的展望研究の成果を概
観すると，家庭生活に関する時間的展望の実態やその
影響要因に焦点をあてた研究はほとんど行われていな
い現状にある。そこで，本節では青年期における未来
の家庭展望の実態を多角的にとらえる研究を行うにあ
たって，その研究方法を検討する。なお，本研究では

「個人の過去・現在・未来を相互に関連させることで
創発される，未来の家庭生活形成に対する認知及び感
情」を未来の家庭展望と定義する。
１）未来の家庭展望をとらえる指標の開発と類型化
　まず，青年期における未来の家庭展望の実態をとら
え，その構造を明らかにすることができる指標の開発
が求められる。未来の家庭展望の構成要素について，
先の時間的展望研究に関する尺度開発や類型化を試み
た先行研究のうち都筑（1999），石井（2015），和田（2019）
などの枠組みを援用すれば，未来の家庭展望は，未来
の家庭生活の内容や広がりからなる認知的な側面と，
自己の未来の家庭生活に対する感情や動機付けからな
る情緒的な側面に二分することができる。認知的側面
の構成要素としては，例えば，未来の家庭生活に関す
るイメージの明確さを問う「見通しの明確性」や，過
去や現在の家庭生活に対して未来の家庭生活のことを
どの程度重要視しているかといった「未来への指向性」

が想定される。また白井（1994）の尺度では，目標志
向性を測る項目として，将来のために準備しているこ
とがあるかどうかを問う項目が存在するように，未来
の家庭生活を豊かなものにするために現在行っている
準備も，未来の家庭展望の認知的側面を構成する要素
のひとつといえるだろう。他方，情緒的側面の構成要
素としては，未来の家庭生活をポジティブにとらえ自
らの力で切り開こうとする「希望・自信」や，未来の
家庭生活を豊かにするための計画や目標をみつけよう
とする「渇望」が挙げられる。以上のように，未来の
家庭展望を認知的な側面と情緒的な側面の二つの視点
からとらえる尺度を開発することによって，青年の未
来の家庭展望の実態を多面的に明らかにすることがで
きるのではないだろうか。 
２）未来の家庭展望の関連要因に関する検討
　次に，未来の家庭展望の関連要因について検討する
必要があるだろう。筆者は先行研究において，大学生
の親との関係及びこれまでの生活経験が，家族や生活
に関する個人の観念や基準である家族観及び生活観を
媒介して大学生の未来の家庭展望に影響を及ぼすこと
を明らかにした（渡辺・今川，2021）。しかし当該研
究の課題として，未来の家庭展望を問う質問項目の尺
度化が必要であることと，各質問項目の見直しの必要
性も挙げている。さらに，職業展望や家庭展望を含む
時間的展望が個人のライフキャリアの形成に影響を与
えることを示唆する先行研究を引きながら，当該研究
ではそのことを実証的に明らかにするには至らなかっ
た。今後，未来の家庭展望が青年のライフキャリアの
形成にどのように作用するかを引き続き明らかにして
いく必要があり，その研究の意義は大きいと考えてい
る。そこで，先行研究（渡辺・今川，2021）の成果及
びその考察をもとに，筆者は，未来の家庭展望の発達
を軸としたライフキャリア形成モデル（図２）を試案
した。このモデルを研究枠組みに援用した体系的な家
庭展望研究を蓄積することで，青年のライフキャリア
形成に関する研究を家庭生活の側面からとらえること
が可能となるだろう。
３）未来の家庭展望の発達を軸としたライフキャリア

教育の可能性に関する検討
　青年期における，未来の家庭展望の発達を促す教育
的支援の方法とその効果について検討することも重要
である。先に述べたように，青年の時間的展望の発達
を促す教育的支援の方法を考察する研究や，大学等に
おいて単発の講義をおこなったうえでその効果を検討
した研究は散見できる。しかし，時間的展望を職業展
望や家庭展望等の生活領域に着目して細分化してとら
えようとする研究はみられず，結果として時間的展望
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の発達を促す系統的な教育プログラム等の開発にはい
たっていない現状にある。上述のとおり，時間的展望
やその構成要素である家庭展望の発達が，青年のライ
フキャリアの形成に影響を与えるとする示唆にかんが
みれば，近年行われているライフキャリア教育の充実
が未来の家庭展望の発達を促すための一助となると考
えられる。具体的には，未来の家庭展望を発達させる
体系的なライフキャリア教育プログラムを開発し，大
学で教養教育として実施されるキャリア関連科目や，
家政学に関連する教養科目，または専門科目において
開発したプログラムを活用することが有効であると考
える。

図２　家庭展望の発達を軸とした
ライフキャリア形成モデル

５．まとめ

　近い未来に到来する「人生100年時代」においては，
これまでの職業生活に関するキャリアの見通しをもつ
だけではなく，未来の家庭生活や市民生活，余暇など
の幅広い生活領域を視野にいれたライフキャリアを形
成する必要がある。特に青年期におけるライフキャリ
アの形成が重要視される一方で，未来の見通しをもつ
ことができない青年も少なくない。未来の見通しやそ
れに対する感情は時間的展望という概念で示され，青
年の時間的展望の実態や関連要因のほか，時間的展望
の発達を促す教育的支援などが検討されるようになっ
ている一方で研究の課題も残されている。例えば， 時
間的展望を職業展望や家庭展望等の生活領域に着目し
て分類し，青年の時間的展望をより精緻にとらえるこ
とが求められるだろう。とりわけ，青年の家庭生活に
関わる時間的展望に着目した研究はみられないことか
ら，未来の家庭展望をとらえる客観的指標の開発と類
型化や関連要因の検討，さらには未来の家庭展望の発
達を促すライフキャリア教育の可能性に関する検討を
行うことで，青年の未来の家庭展望について多面的に
とらえることが望まれる。
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